
虎ノ門ニュース(2021年2月11日 DHCテレビ)
命懸けで東京五輪開催に尽力した森会長

2月11日に放送された虎ノ門ニュースでジャーナリストの有本香氏が森喜
朗氏について「森発言の結論は“欠員出たら女性を選ぶ”で、そもそも『女性
理事を増やす時は発言時間規制を促さないと中々終わらず困る』は協会内の
伝聞を言ったもの」とマスコミの切取り報道と、森さんへのメディアリンチ
でお孫さんが仕事を辞めざるえない状況に追込まれたことを非難した。
また「森さんは7年前に会長に打診された時に『無償なら』と回答。規定

で無償ダメだったので一番給料が安いアルバイトの額にし積立て、積立金は
寄集め集団だった組織委員会をまとめるための全員参加の食事会に使用＆不
足分は森さん払いだった」と森会長が東京五輪成功すべく尽力してたことや、
森会長がIOCを説得したことでリオオリンピック・パラリンピック後にオリ
パラ選手による共同パレードが実現出来たと、森会長の日本のスポーツ界の
為に尽力を尽くしてきたと語った。

左派言論人の人権問題は偽善
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これまで数多くの差別発言を繰返すも辞任もせず謝罪で済ませてきた野党に、
発言の撤回と謝罪をした森会長に辞任を迫る資格はあったのか？

女性の壁・民主党議員による女性議員へのセクハラ暴行事件・何度も強制わいせつしていた初鹿明博を放置してきた
旧民主党（民進党）の立憲民主党こそ女性蔑視しているのでは？
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